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警告

注意

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容を示します。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が損傷を負う可能性が想定
される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示します。

絵表示について

この「安全上の留意項目」は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然
に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

記号は警告・注意を促す内容があることを告げるものです。

記号は禁止の行為であることを告げるものです
（左図の場合は分解禁止を意味します）。
記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。

ご使用前に、下記の「留意項目」をよくお読みになり、正しくお使いください。
安全上の留意項目

警告
内部に水や異物が入ったときは、すぐに電源プラグを抜く
そのままの状態で使用すると、火災や感電の原因となり
ます。すぐに電源プラグをコンセントから抜いて、販売店
に点検をご依頼ください。特にお子様がいるご家庭では
ご注意ください。

電源プラグ
を抜く

落としたり、キャビネットを破損したときは、
すぐに電源プラグを抜く
そのままの状態で使用すると、火災や感電の原因となり
ます。すぐに電源プラグをコンセントから抜いて、販売店
に点検をご依頼ください。
電源コードや電源プラグが傷んだ場合は交換する
電源コードや電源プラグが傷んだ状態（芯線の露出、断線、
変形など）で使用すると、火災や感電の原因となります。
販売店に交換をご依頼ください。

警告
ACパワーパックは付属の専用品を使用する
専用ACパワーパック以外の使用は、火災や感電の原因と
なります。また、本機の専用パワーパックを他の機器に使うこと
もお止めください。

専用品
を使用

必ず実行

電源プラグは、抜き易い位置にあるコンセントに接続する
万一の事故や故障に備えるために、電源プラグはよく見えて
容易に手が届く位置にあるコンセントに接続してください。必ず実行

確実に差す

電源プラグは根元まで確実に差し込む
差し込みが不完全な場合、発熱による感電や火災の原因と
なります。また、ほこりがたまり易くなったり、プラグの
金属部分に触れる危険性があります。

●異常が発生したとき ●設置・保管するとき

電源プラグ
を抜く
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警告
不安定な場所に置かない
ぐらついた台の上や傾いた所、振動する所など、不安定な
場所に置かないでください。落ちたり倒れたりして、けがや
事故の原因となります。

禁止

電源コードを傷付けない
電源コードを傷付けたり、加工したり、無理に曲げたり、
引っ張ったり、加熱したり、上に重い物を乗せたりしないで
ください。ケーブルが破損して、火災や感電の原因となり
ます。特に、電源プラグ部分やコードが本体から出ている
部分はお気を付けください。
タコ足配線をしない
コンセントや配線器具に同時に多数の機器を接続して電源を
取ると、コードなどが過熱し、火災の原因となります。

機器内部に水が入った場合、火災や感電の原因となります。

警告
風呂、シャワー室など、水のかかる恐れのある場所には置かない
機器内部に水が入った場合、火災や感電の原因となります。 水場での

使用禁止

交流100ボルトの電源を使用する
海外などで、表示された電源電圧（交流100ボルト）以外
で使用すると、火災や感電の原因となります。
通風孔をふさがない
布をかぶせたり、じゅうたんや布団の上に置いたり、通気が
不十分な狭いスペースに押し込んだりしないでください。
本体内部に熱がこもり、火災の原因となります。

適切な電源
(AC100V)
を使用

必ず実行

底面を下にして設置する
通気を正しく行うために、底面を下にして設置します。

安全な場所
に保管

梱包袋は安全な場所に保管する
製品を梱包していた袋は、お子様の手の届かない安全な場所
に保管してください。窒息などの事故の原因となります。

●設置・保管するとき●設置・保管するとき

禁止

禁止

本機の上や周囲に、小さな金属物を置かない
内部に落下した場合、火災や感電の原因となります。禁止

機器内部に水をたらしたりかけたり、
花びんのように水を満たしたものをそばに置かない
他の電気製品と同様に、機器内部に水分をこぼしたりしない
でください。故障や火災の原因となります。

禁止

火災や感電の危険性を低減するために、機器を雨や湿気に
さらさない水ぬれ禁止

水の近くまたは湿度の高い場所で使用しない
水ぬれ禁止

禁止

注意
●設置・保管するとき

高温の場所に置かない
窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場所、熱源
のそばなど、温度が異常に高くなる場所に機器を設置・保管
しないでください。過熱や部品の変形などにより、火災や感電
の原因となることがあります。

禁止
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注意

ゴムやビニール製品に本体を長期間接触させない
外装が変質し跡が残ることがあります。注意

移動させる場合は、電源コードその他の接続線を外す
電源コードに無理な力が加わって傷付き、火災や感電の原
因となることがあります。また他の接続線が引っかかり、
けがの原因となることがあります。
電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らない
電源コードが傷付き、火災や感電の原因となることがあり
ます。必ず電源プラグを持って抜いてください。

機器のそばに、ろうそく等の火がついているものを置かない
引火して火災の原因となります。

警告
本体のカバーを外したり、分解や改造をしない
火災や感電、けがの原因となります。内部の点検や修理は、
販売店にご依頼ください。

必ず実行

必ず実行

小さな部品は幼児の手の届かないところに置く
誤飲や窒息などの危険がありますので、小さなお子様の手
の届かない所に保管してください。

●使用するとき●設置・保管するとき

警告
●使用するとき

引っ張り禁止

火気禁止

分解禁止

禁止

ほこり、油煙、湯気、湿気、高温の場所に置かない
ほこり、油煙、湿気の多い場所や、直射日光の当たる場所、
直接ライトが当たる場所、高温になる車の中などには置かない
でください。故障の原因となります。

禁止

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない
感電の原因となります。ぬれ手禁止

接触禁止

雷が鳴り出したら、本体やケーブル類に触れない
感電の原因となります。

注意
電源を入れる前には音量を最小にする
突然大きな音が出て、聴力障害などの原因となることがあります。

長時間音が歪んだ状態で使用しない
スピーカーが発熱し、火災の原因となることがあります。
長期間使用しないときは、電源プラグをコンセントから抜く
本機は電源を切った状態でも、常に微弱な電流が流れて
います。長期間使用しないときは、安全のため電源プラグを
コンセントから抜いてください。

音を小さく

●使用するとき

電源プラグ
を抜く

お手入れのときは電源プラグを抜く
安全のため、お手入れは電源プラグを抜いてから行ってく
ださい。感電の原因となることがあります。電源プラグ

を抜く

電源プラグやコンセント部の掃除をする
電源プラグを差してあるコンセント部にほこりがたまると、
火災の原因となることがあります。定期的にコンセント部
の掃除をしてください。

必ず実行
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注意

電池内部から漏れ出た液（電解液）には直接ふれない
・液が目に入ったときは、失明など障害のおそれがあります
ので、こすらずに水道水などの多量のきれいな水で十分
に洗った後、すぐに医師の治療を受けてください。

・液が皮膚や衣服に付着した場合には、皮膚に障害を起こ
すおそれがありますので、すぐに多量の水道水などのき
れいな水で洗い流してください。

・液を舐めた場合には、すぐにうがいをして医師に相談し
てください。

警告
電池を加熱、火の中に入れるなどしない
過度の加熱や火の中に入れると液漏れ、破裂のおそれがあり
ます。過度に温度が上がった場合、および火中投入した場合
には、電池の内圧が高まり、破裂により、火災やけが、あるい
は周囲の汚損の原因となります。

必ず実行

電池を分解・改造しない
無理に電池を分解しようとすると、手指を傷つけたり、電
池内部の電解液が飛び散って衣服を損傷したり、皮膚のた
だれや化学やけどを起こすばかりでなく、目に入った場合
には、失明するおそれがあります。

●リモコンのボタン電池について●使用するとき

警告
●リモコンのボタン電池について

分解禁止

禁止

電池のプラス ＋ とマイナス － をショート（短絡）させない
ショートさせると電池は激しく発熱し、液漏れ、破裂により、
火災やけが、あるいは周囲の汚損の原因となります。ショー
ト事故防止のためコイン、ネックレス、ガムの包装紙などの金
属と一緒に持ち運んだり、保管しないでください。また、アル
ミホイル、ガムの包装紙などで電池を包まないでください。

禁止

乾電池は充電しない
破裂や液漏れにより、火災やけが、あるいは周囲の汚損の
原因となります。禁止

電池端子に直接はんだ付けをしない
電池を加熱することになり、温度上昇によって使用している
樹脂部品の変形を生じ、液漏れ、内部ショートなどの異常を
生じ発熱、液漏れ、破裂により、火災やけが、あるいは周囲
の汚損の原因となります。

禁止

定期的に内部の掃除をする
5 年に一度程度を目安に、機器内部の掃除を販売店などに
ご相談ください。内部にほこりがたまったまま長時間掃除を
しないと、火災や故障の原因となることがあります。特に、
湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。
なお、掃除費用については販売店などにご相談ください。

禁止

指定された種類以外の電池は使用しない
発熱や破裂、液漏れにより、火災やけが、あるいは周囲の
汚損の原因となります。

注意
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注意 注意
長い間使用しない時は、電池を機器から取り出す
スイッチを切っていても機器の中の電池は電気が少しずつ
減っていきます。液もれの原因にもなりますので長期間使用
しない場合は電池を取り出しておいてください（非常用を除く）。

必ず実行

必ず実行

必ず実行

必ず実行

極性表示 (プラス ＋ とマイナス － ）に従って正しく入れる
電池のプラス ＋ とマイナス － を逆に接続すると、充電さ
れたり、機器によっては電池がショート状態になり発熱、
液漏れ、破裂により、火災やけが、あるいは周囲の汚損の
原因となります。

●リモコンのボタン電池について●リモコンのボタン電池について

電池は乳幼児の手の届かないところに置く
誤って飲み込むと、窒息や胃などへの障害の原因となること
があります。万一飲み込んだ場合は、直ちに医師に相談して
ください。また、乳幼児が充電器や使用機器から電池を取
り出さないように注意してください。犬などのペットにも電
池を運ばせないようにしてください。
電池の模造品（にせもの）や改造品に注意
製造メーカー名や販売会社名などの表示や注意書きのない
電池は模造品や改造品の疑いがあります。模造品や改造品
の中には、危険防 止のための安全機構が傷んだり、なかっ
たりするものがあります。破裂、発火したりして危険ですの
で、購入する際は十分注意してください。

禁止

水ぬれ禁止

投げつけたりして強い衝撃を与えない
電池を変形させないでください。電池を落下させて変形さ
せたり、無理な力を加えて変形させると、電池封口部のゆが
みによって液漏れ、内部ショートなどの異常を生じ発熱、液
漏れ、破裂により、火災やけが、あるいは周囲の汚損の原因
となります。

禁止

外装チューブをはがさない
電池の外装チューブをはがしたり、キズをつけないこと。電
池がショート状態となり易く、電池が液もれ、発熱、破裂す
る原因となります。

電池は濡らさない
水や海水、ジュースなどの液体で電池を濡らすとさびたり、
ショートする原因となります。ショートすると液漏れ、破裂
により、火災やけが、あるいは周囲の汚損の原因となります。

使い切った電池はすぐに機器から取り出す
過放電させると液漏れ、破裂により、火災やけが、あるい
は周囲の汚損の原因となります。必ず実行



7

注意
●リモコンのボタン電池について

正しく処分する
乾電池は一般の不燃ごみとして処理してよいことになってい
ますが、自治体の条例などの定めがある場合には、その条例
に従って廃棄してください。端子部に他の電池が接続すると、
電池が充電または、過放電され、破裂や発火することがあり
ます。廃棄時には端子部にセロファンテープなどを貼り付けて
絶縁してください。

必ず実行

●お手入れについて
外装の汚れは、乾いたやわらかい布で軽く拭き取ってください。汚れがひどい時は、中性洗剤を薄めた液を少し含ませた布で拭き、その
後乾いた布で拭き取ってください。液体洗剤、アルコール、ベンジン、シンナー、アンモニアあるいはスプレー式殺虫剤、消臭剤、芳香剤
などの揮発性のものをかけないでください。外装の変質、変色、塗料のはがれなどの原因となることがあります。

安全上の重要な注意事項
この説明書をよくお読みください。
ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をよくお読みください。
また、必要なときにすぐご覧になれるように大切に保管し
ておくことをおすすめいたします。
本製品は、全てのEMC指令に準拠しています。適合申請書は
<www.Bose.com/compliance> にてご参照いただけます。

必ず実行

電池は直射日光、高温多湿の場所を避けて保管する
電池の保管も人と同じ環境が望ましいです。湿度が高いと
電池に露（水分）がつき、ショート（短絡）することがあります。
また、高温下に長い間放置されると性能が低下します。



8

警告

必ず実行

●Bluetooth® 機器使用上の注意

禁止

禁止

本製品を分解・改造して使用しないでください。
電波法に抵触します。

心臓ペースメーカーまたは除細動器などを
装着している人から22cm以上離して使用してください。
ペースメーカーに影響を与え、重大事故につながる場合が
あります。
病院内や航空機の中などでは使用しないでください。
高度な安全を要求される場所では絶対に使用しないでくだ
さい。特定医療機器や航空機の計器類などの誤動作の原因
となります。

本製品の使用周波数帯は2.4GHz帯です。他の無線機器も同じ周
波数帯を使っていることがあり、電波干渉を防止するために、下記
事項に注意してご使用ください。
本製品の使用周波数帯（2.4GHz 帯）では電子レンジなどの産
業・科学・医療用機器のほか、工場の製造ライン等で使用さ
れている免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要し
ない特定小電力無線局、アマチュア無線局（以下「他の無線局」）
が運用されています。
1. 本製品を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されてい
ないことを確認してください。

2. 万一、本製品と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した
場合には、速やかに本製品の使用場所を変えるか、または機
器の運用を停止（電波の発射を停止）してください。
3.その他、本製品の使用にあたり不都合やお困りのことが生じ
た時は、弊社までお問い合わせください。

この無線機器は2.4GHz帯を使用しています。
変調方式としてFH-SS変調方式を採用し、
与干渉距離は18mです。

良好な通信のために
・他の機器とは、見通し距離で約18m以内で通信してくださ
い。建物の構造や障害物によっては、通信距離が短くなりま
す。特に鉄筋コンクリートなどを挟むと通信できない場合
があります。

・電気製品（AV機器、OA機器）から約2m以上離してくださ
い。（特に電子レンジは通信に影響を受けやすいので3m以
上離してください。）正常に通信できなかったり、テレビ、ラジ
オなどの場合は、受信障害になる場合があります。

・無線機や放送局の近くで正常に通信ができない場合は、通
信場所を変更してください。

・使用しないときは、本製品の電源を切っておくことをおすすめし
ます。他のBluetooth機器から接続要求に応答するために常
に電力を消費します。
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無線 LAN機器との電波障害について
・ IEEE802.11g/b の無線 LAN 機器と本製品などの
Bluetooth 機器は同一周波数帯（2.4GHz）を使用する
ため、お互いを近くで使用すると、電波障害が発生し、
通信速度の低下や接続不能になる場合があります。
この場合は、使用しない機器の電源を切ってください。

テレビ/ラジオを本製品の近くではできるだけ使用しないで
ください
・テレビ/ラジオなどはBluetoothとは異なる電波の周波
数帯を使用しています。そのため、本製品の近くでこれ
らの機器を使用しても、本製品の通信やこれらの通信に
影響はありません。ただし、これらの機器をBluetooth
製品に近づけた場合は、本製品を含むBluetooth 製品
が発する電磁波の影響によって、音声や映像にノイズが
発生する場合があります。

間に鉄筋や金属およびコンクリートがあると通信できません
・本製品で使用している電波は、通常の家屋で使用される
木材やガラスなどは通過しますので、部屋の壁に木材や
ガラスがあっても通信できます。ただし、鉄筋や金属
およびコンクリートなどが使用されている場合、電波は
通過しません。部屋の壁にそれらが使用されている場合、
通信することはできません。同様にフロア間でも、間に
鉄筋や金属およびコンクリートなどが使用されていると
通信できません。
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For the SoundLink® USB key:
This device complies with FCC and Industry Canada RF radiation exposure limits set forth for general population. It must not be
co-located in conjunction with any other antenna or transmitter within a host device.

This device complies with Part 15 of the FCC Rules, Operation is subject to the following two conditions: (1) This device may not
cause harmful interference, and (2) this device must accept any interference received, including interference that may cause
undesired operation.

In Canada, operation is subject to the following two conditions: (1) this device may not cause interference and (2) this device must
accept any intervenes, including interference that may cause undesired operation of the device.

For the SoundLink® adapter:
To comply with FCC and Industry Canada RF radiation exposure requirements, this device must be installed to produce a
separation distance of 20 cm from all persons. It must not be co-located or operating in conjunction with any other antenna
or transmitter.

This product complies with the Canadian ICES-003 Class B and RSS-210 specifications.
In the U.S. only, this product complies with CFR 47 Part 15 specifications.

Additional safety information: See the additional instructions on the Important Safety Instructions sheet (North America only)
enclosed in the shipping carton.

本製品は、全てのEMC指令に準拠しています。適合申請書は<www.Bose.com/compliance>にてご参照いただけます。



11

CAUTION
RISK OF ELECTRICAL SHOCK

DO NOT OPEN

CAUTION: TO REDUCE THE RISK OF ELECTRIC SHOCK,
DO NOT REMOVE COVER (OR BACK).

NO USER-SERVICEABLE PARTS INSIDE.
REFER SERVICING TO QUALIFIED PERSONNEL.

正三角形に矢印付き稲妻マークが入った表示
は、製品内部に電圧の高い危険な部分があり、
感電の原因となる可能性があることをお客様に
警告するものです。

正三角形に感嘆符が入った表示は、製品本
体にも表示されている通り、この取扱説明書
の中で、取り扱い上およびメンテナンス上、
重要な項目であることをお客様に警告するも
のです。

製品に左のような安全に関する表示があります。
表示内容は左下の日本語をご参照ください。

警　告
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内容物について
SoundLinkのキットには2種類があります。あなたのWave music system用にどちらをお選びいただいたかによって、
接続手順が変わります。お持ちのキットがA、Bのどちらであるか確認して、そのキットに適した手順にお進みください。

A. 基本セットの場合
お持ちのキットが基本セットならば、15ページの

「Wave music systemの準備」へ進んでください。

B. 基本セット＋アップグレードセットの場合
以下の全ての項目を行います。
1. 14ページの「Wave music systemのアップデート」

から始めます。
2. 15ページの「Wave music systemの準備」を行い

ます。

SoundLink
USB キー

SoundLink
リモコン

SoundLink
アダプター

基本セット

パワーパック

アップグレードセット

アップデート
CD
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Wave music system のアップデート
キットにアップデートCDが付属されている場合は、SoundLinkキットを接続する前にCDを使用してアップデートを
行ってください。
以下の手順に従ってください。
1. Wave music systemがコンセントに接続されていて、使用できるようになっている事を確認してください。詳しく

はWave music systemの取扱説明書をご覧ください。
2. レーベル面を上にして、アップデートCDを挿入してください。自動的にアップデート作業が始まり、Wave music 

systemの表示部に“UPDATING”と表示されます。

アップデートが終了すると、自動的にディスクが排出されます。Wave music systemがSoundLink アダプターと
接続できるようになります。
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Wave music system の準備
SoundLink アダプターをWave music systemに接続します。
1. SoundLink アダプターのケーブルをBose linkという文字が上になるようにWave music systemのBose link

端子に接続してください。

2. アダプターを邪魔にならないところにおいてください。アダプターは表から見えなくてもかまいません。アダプター
をWave music systemに向かって左側に置く場合は、AMラジオの感度に影響を与えないように5cm以上離して
ください。

Bose linkケーブル 

Bose link端子 専用CDチェンジャー、専用操作パネルを
お使いのお客様へ

SoundLink アダプターはBose link端子
を使用します。そのため、他のBose link端子
を使用する機器と併用ができません。
詳しくは27ページをご覧ください。
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キットにパワーパックが含まれている場合
1. SoundLink アダプター背面のDC powerジャックにパワーパックのケーブルの小さい方のプラグを差し込んでく

ださい。
2. もう片方のプラグはコンセントに差し込んでください。

パワーパックが接続されて
いない場合：
SoundLink/AUXボタンを
押したときに、Wave music 
systemの 表 示 部 分 に 
“SOUNDLINKPOWER 
CABLE UNPLUGGED”と
文字がスクロール表示され
ます。

パワーパック
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パソコンの準備
SoundLink アダプターをWave music systemに接続します。
1. キットに付属のリモコンのSoundLink/AUXボタンを押してパソコンを音楽ソースとして選択します。Wave 

music systemの電源が入り、表示部分に“SOUNDLINK”、“CONNECTING”、“DISCOVERABLE”と順番
に表示されます。もし、何も表示されない場合は、21ページの「故障かな？と思ったら」をご覧ください。

2. USBキーのアンテナを垂直に起こし、起動しているパソコンのUSBポートに差し込んでください。このとき、音楽再生
ソフトはまだ立ち上がっていないことをご確認ください。パソコンのUSBポートを見つけるには、USBのマーク

を探してください。USBハブを使用している場合は、電源供給可能なUSBハブであることを確認してください。 

USB キーアンテナ 
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3. USBキーのパワーインジケーターが点灯し、続いて点滅を始める事をご確認ください。

4. パソコンがUSBキーを認識するまでお待ちください。一番最初はおよそ20秒ほどかかります。Wave music 
systemの表示部分に“CONNECTING”と表示され、USBキーのパワーインジケーターとSoundLink アダプ
ターの点滅速度が速くなります。両方のインジケーターの点滅が点灯に変わり、本体から確認音が聞こえれば、シス
テムは使用可能となります。

5. パソコン側の音量を最大にします。そして、音楽再生アプリケーションを立ち上げるか、インターネットラジオの
操作を行い、お聴きになりたい曲を再生してください。

Mac コンピューターをお使いの方へ：
初めてUSBキーを接続したときに、システム環境設定の“サウンド”を開き、“出力”を選び、サウンドを出力する装置の選択
で“Bose SoundLink Audio”を選んでください。

パワーインジケーター
の点灯・点滅

お知らせ：パソコンからの音楽を聞いている最中は、コンピューターの内蔵スピーカーあるいはサウンドカードから、音声は出力されません。
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USBキーを取り外す場合
USBキーの端にあるボタンを押してから、USBキーをパソコンのUSBポートから抜いてください。

USBキーを再び取り付ける場合
USBキーをパソコンのUSBポートに差し込むと、自動的にパソコンとWave music systemとをワイヤレス接続します。
Wave music systemの電源がはいっていることと、表示部に“COMPUTER”と表示されている事を確認してください。
もし、再接続に問題がある場合は、21ページの「故障かな？と思ったら」をご覧ください。

インジケーター付ボタン
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リモコンについて
SoundLinkに付属されているリモコンで、音楽再生アプリケーションの一部の操作が行えます。また、Wave music 
systemのリモコンと同様に、全てのシステムの操作ができます。
パソコンを操作できるボタンについて：

ミュート
・一時的に消音します。
・もう一度押すと解除されます。

SoundLink/AUX
・このボタンを押して、PCからの曲か

AUXに接続されているソースを選択
します。

・もう一度押すと、ソースが切り替わり
ます。

ボリューム
・音量を調節するときに使用します。
・押し続けると素早く増減します。

プレイ／ポーズ※

・このボタンを押して、音楽の再生を
始めます。

・再生中にこのボタンを押すと、一時停
止します。

 シーク/トラック※

・このボタンを押すと、パソコンのCD
トラックや録音されている曲を前の
曲や後の曲に移動します。

・このボタンを押し続けると、早戻し、
早送りになります。

※再生/一時停止、曲送りの機能は、インターネットラジオ放送局やいくつかの音楽
再生アプリケーションでは働かない場合があります。

付属のリチウムボタン電池は、動作チェック
用として既にリモコンに装着されています。
消耗していた場合は、新品電池と交換の上
ご使用ください。
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リモコンについて

故障かな？と思ったら

 注意：リモコンの電池はお子様の手の届かないところに保管してください。誤った取扱いのために火や薬品によるやけどを負う
原因となります。また充電や分解、100度以上の過熱、焼却を行わないでください。使用済みの電池は直ちに廃棄してください。同型
の同一モデルの電池と交換してください。

 警告：電池の誤った交換は爆発の危険性があります。交換には、CR2032またはDL2032型の3Vリチウムイオン電池のみを
ご使用ください。

症状 対処方法
USBキーをパソコン
が認識しない　

・USBキーを一旦外し、30秒待ってもう一度接続する。
・USBハブを使用している場合は、ハブに電源が供給されているかを確認する。
・ちがうUSBポートを使用してみる。USBハブを使用している場合は、直接パソコンの

USBポートに接続し直してみる。
・USBキーを外し、パソコンを再起動させてからもう一度USBキーを接続し直してみる。
・お使いのパソコンの取扱説明書を参照したり、パソコンメーカーのテクニカルサポート

へ問い合わせて新しいハードウェアのインストール方法を確認する。

電池の交換方法やリモコンの動作範囲など詳しい内容は、Wave music systemの取扱説明書をご覧ください。
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症状 対処方法
パソコンとWave 
systemがリンク
できない

症状A:
“SOUNDLINK”や
“COMPUTER”と
いう表示が
Wave systemの
表示部に表示され
ず、インジケーター
が点滅しない。
　

・リモコンのSoundLink/AUXボタンを押し、電源を入れて、パソコンを選択する。
・確実にSoundLink アダプターがWave systemに接続されている事を確認する。
・Wave systemのAC電源コードを外して、30秒待ってもう一度接続し直してみる。
・お持ちのキットが基本セット＋アップグレードセットの場合、付属のCDを使用して必ず

アップデートを行ってください。
・上記の対応を行っても問題が解決しない場合は、ユーザーサポートセンターへご連絡

ください。
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症状 対処方法
パソコンとWave 
systemがリンクで
きない

症状B:
“CONNECTING”と
Wave systemの
表示部に表示されて
アダプターの
インジケーターが
点滅を続けている
“ー NO SIGNALー ”
と表示部に表示
されたままである
　

・パソコンが立ち上がっていて、USBキーがパソコンに確実に接続されている事を確認し
てください。

・パソコンとWave systemとの距離を近付けてみる。裏表紙の“最大通信距離”を参照。
・Wave systemを外乱を発生する可能性がある機器（他の無線機器、電子レンジ、無線

LANルーターなど）から遠ざける。
・デスクトップタイプのパソコンを使用している場合、可能であればUSBキーをパソコン

のフロントパネル側のポートに差し替える。または、市販のUSB延長ケーブルを使用
する。

・USBキーを一旦外し、30秒待ってもう一度接続する。
・Wave systemの電源を外してつなぎ直してみる。
・Wave systemとUSBキーとの無線接続をやり直す。
　方法は、26ページの「SoundLink アダプターとUSBキーを手動でリンクさせるには」

を参照してください。
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症状 対処方法
パソコンの音楽を
再生しても音が
聞こえない

・リモコンのSoundLink/AUXボタンを押し、音源ソースとしてパソコンを選択する。
Wave system表示部に“COMPUTER”と表示されているのを確認する。

・Wave systemの音量が上げられていて、ミュートされていないことを確認する。
・パソコンの音量が上げられていて、ミュートされていないことを確認する。
・音楽再生アプリケーションが動作していて、音量が上げられていて、ミュートされてい

ないことを確認する。
・パソコンの音の再生用デバイスとして“Bose SoundLink Audio”が選択されている

ことを確認する。
・音楽再生アプリケーションを一旦終了した後、再起動させる。
・パソコンを再起動させる。
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症状 対処方法
受信状況が悪く
音が途切れる　

・SoundLink アダプターをWave systemから遠ざけてみる。
・USBキーのアンテナの傾きを変える。
・パソコンとWave systemとの距離を近付けてみる。8ページと裏表紙の“最大通信距離”

を参照。
・Wave systemを外乱を発生する可能性がある機器（他の無線機器、電子レンジ、無線

LANルーターなど）から遠ざける。
・USB延長ケーブルを使用する。延長ケーブルは片方がオス型もう片方がメス型コネク

ターとなっているので、USBキーをメス型コネクターに差し込み、オス型コネクターを
パソコンに差し込む。

・パソコン上に立ち上げている他のアプリケーションを閉じてみる。
・上記の対応を行っても問題が解消しない場合は、ユーザーサポートセンターへご連絡

ください。

再生 / 一時停止
曲送りの機能が
パソコンの音楽再生
で働かない

・音楽再生アプリケーションやインターネットラジオアプリケーションが選択されていて、
最前画面にしていることを確認する。

お知らせ：再生/一時停止、曲送りの機能は、インターネットラジオ放送局やいくつかの音楽再生アプ
リケーションでは働かない場合があります。
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SoundLink アダプターと USB キーを手動でリンクさせるには

お問い合わせ先

USBキーやSoundLink アダプターを交換したり、ワイヤレス接続の不具合が生じた場合は、手動でUSBキーと
SoundLink アダプターのワイヤレス接続を行います。
1.  キットに付属のリモコンのSoundLink/AUXボタンを押してパソコンを音楽ソースとして選択します。
2.  リモコンの“Presets 5”ボタンをWave systemの表示部に“DISCOVERABLE”と表示されるまで押し続けます。

3. USBキーのアンテナを垂直に起こし、起動しているパソコ
ンのUSBポートに差し込んでください。

4. USBキーのボタンをパワーインジケーターが点滅し始め
るまで、3秒以上押し続けます。ワイヤレス接続が完了す
ると、USBキーのパワーインジケーター点滅から点灯に
変わり、確認音がします。

インジケーター付ボタン

故障および修理のお問い合わせ先
　ボーズ株式会社　サービスセンター　　　　　　　  お客様専用ナビダイヤル
　
　〒206-0035 東京都多摩市唐木田1-53-9 唐木田センタービル
製品等のお問い合わせ先
　ボーズ株式会社　ユーザーサポートセンター　お客様専用ナビダイヤル 0570-080-021

PHS、IP電話からは、Tel 03-5489-0955へおかけください。

0570-080-023
PHS、IP電話からは、Tel 03-5489-1124へおかけください。
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他のアクセサリーを使用する場合のご注意

保証

※SoundLink アダプター、専用CDチェンジャー、専用操作パネルは同時に使用できません
SoundLink アダプター、専用CDチェンジャー、専用操作パネルは Wave music system 背面のBose link端子
を使用します。そのため、これらのアクセサリーを同時に使用することはできません。

※SoundLink アダプターと専用CDチェンジャーとの繋ぎかえについて
ソフトウェアのアップデートが必要な専用アクセサリーは、対応する専用ディスクによるアップデートが行われて
いないと動作しません。SoundLink アダプターと専用CDチェンジャーは、機器を繋ぎかえる度に専用ディスクを
使用してアップデートを行う必要があります。

・SoundLink アダプター使用時のWave music systemのアップデート方法は本取扱説明書の14ページをご覧
ください。また、基本セットをお求めでアップデートCDが必要になった場合は、
ユーザーサポートセンター 　　0120-130-168 までお問い合わせください。

・専用CDチェンジャー使用時のWave music systemのアップデートの方法については専用CDチェンジャーの
取扱説明書をご覧ください。

保証の内容および条件は付属の保証書をご覧ください。

※Windows、Windows XP、Windows Vista、Windows 7は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国に
おける商標または登録商標です。

※Mac、Macintosh、Mac ロゴ、Mac OS、は Apple Inc. の米国およびその他の国における登録商標です。
※Bluetooth®は米国 Bluetooth SIG, lnc. の登録商標です。Bose Corporationはライセンスの基に使用しています。



 仕様
最大通信距離
ワイヤレスの最大通信距離の目安は18mです。建物の
構造や障害物によっては、通信距離が短くなります。
特に鉄筋コンクリートなどを挟むと通信できない場合
があります。 また、周辺に2.4GHz帯の周波数を使用
する機器（ネットワークルーターや電子レンジなど）の
有無にも影響を受けます。 
電源
100V （50/60Hz）
外形寸法
SoundLink アダプター : 91（H）×76（D）×48（W）mm
質量
SoundLink アダプター : 174g

対応OS
Microsoft Windows XP、Windows Vista、Windows 7
Mac OS X 10.4以降
対応Wave music system
背面にBose link端子を装備しているWave music system 
Bluetooth® QD ID
SoundLink USB key: B015403
SoundLink Adapter : B015665

● 仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。
● 弊社取扱以外の製品については、保証の責任を負いかねますのでご了承願います。

ボーズ株式会社 http://www.bose.co.jp/
〒150-0044 東京都渋谷区円山町28-3 渋谷YTビル 

OM-1438　10・11-C（B）


